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中
部
方
面
混
成
団
の
隊
員
諸
官
及
び
ご
家
族
の
皆
様
、
そ
し
て
「
か
け

は
し
」
愛
読
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
そ
し
て
会
員
の
皆
様
に
は
平
素
か
ら
中
部
方
面
混
成
団
に
対
し
、

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
中
部
方
面
混
成
団
に
豊
川
駐
屯
地
に
所
在
す
る
第
四
十
九
普
通

科
連
隊
が
新
た
に
加
わ
り
、
中
部
方
面
隊
全
て
の
教
育
部
隊
と
コ
ア
普
通

科
連
隊
が
混
成
団
隷
下
部
隊
と
な
る
大
き
な
節
目
と
な
る
年
で
す
。

混
成
団
は
任
務
を
完
遂
す
る
た
め
「
基
本
教
育
の
質
的
向
上
」
と
「
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
必
要

な
練
度
の
向
上
」
を
主
眼
と
し
て
隊
務
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

混
成
団
で
実
施
す
る
新
隊
員
や
陸
曹
等
に
対
す
る
教
育
は
、
部
隊
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

重
要
な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
各
部
隊
が
混
成
団
の
教
育
・
隊
員
指
導
に
期
待
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
教
育
に
反
映
し
、
部
隊
に
役
立
つ
隊
員
の
た
め
に
な
る
教
育
を
行
う
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
我
が
国
の
守
り
や
災
害
派
遣
等
の
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
備
え
任
務
を
完
遂
で
き
る
よ

う
練
度
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
常
備
自
衛
官
と
即
応
予
備
自
衛
官

で
構
成
さ
れ
て
い
る
普
通
科
連
隊
は
両
者
が
一
体
と
な
っ
て
着
実
か
つ
段
階
的
に
練
度
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
混
成
団
は
一
丸
と
な
り
最
善
を
尽
く
し
て
任
務
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆
様
方
に
は
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
が
ご
健
勝
で
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
の
隊
員
、
ご
家
族
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
隣
諸
国
の
理
解
し
が
た
い
行
動
が
多
く
発
生
し
、
東
ア
ジ
ア
地
域
で
の
平
和
が
軽

視
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
大
変
不
安
を
覚
え
る
昨
今
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
十
一
月
二
十
七
日
に
陸
上
自
衛
隊
記
念
日
に
山
下
名
誉
会
長
と

朝
霞
駐
屯
地
の
観
閲
式
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
ゆ
ま
ぬ
訓
練
を
つ
み
重
ね
て
こ

ら
れ
た
、
一
糸
乱
れ
ぬ
連
隊
を
見
て
、
感
動
し
目
頭
が
あ
つ
く
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
日
本

は
、
「
安
心
・
安
全
」
が
当
た
り
前
の
世
の
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
近
隣
諸
国
、
世
界
各
国
の

情
勢
を
考
え
ま
す
と
、
「
国
民
一
人
一
人
が
、
強
い
国
防
を
望
ま
な
い
か
ぎ
り
、
平
和
な
国
は

保
ち
得
な
い
」
と
の
安
倍
総
理
の
訓
示
に
も
共
感
い
た
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
等
の
国
内
の
非
常
事
態
に
は
、
絶
大
な
力
と
な
っ
て
、
国
民
の
為
に
働
か
れ
る
隊

員
の
皆
様
も
、
こ
れ
か
ら
は
益
々
世
界
に
も
目
を
向
け
て
頂
き
、
日
本
国
の
為
、
家
族
の
為
、

そ
し
て
自
分
自
身
の
為
に
「
国
防
」
に
つ
く
し
て
下
さ
い
ま
す
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
私
た
ち
混
成
団
友
の
会
も
、
今
年
も
精
一
杯
応
援
さ
せ
て
頂
か
な
け
れ
ば
と
、
心
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
会
員
の
皆
々
様
、
本
年
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。
最
後
に
、
隊
員
の
皆
様
、
友
の
会
の
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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等
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
皆
様
が
希
望
に
満
ち
た
清
清

し
い
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
一
〇
九
教
育
大
隊
は
、
こ
れ
か
ら
陸
上
自
衛
隊

を
担
う
一
般
陸
曹
候
補
生
前
期
課
程
、
自
衛
官
候
補
生
課
程
、
予
備
自
衛
官
（
補
）
招
集
訓
練

と
自
衛
隊
車
両
の
操
縦
手
を
育
成
す
る
大
型
車
両
操
縦
課
程
の
合
計
、
約
二
〇
〇
〇
名
の
教
育

訓
練
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
二
十
四
年
度
か
ら
は
、
三
曹
か
ら
二
曹
に
昇
任
し
た
隊
員

を
対
象
と
し
た
中
級
陸
曹
集
合
教
育
（
約
三
〇
〇
名
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
大
隊
は
、
困
難

な
状
況
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
チ
ー
ム
で
知
恵
を
出
し
、
助
け
合
い
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
任
務
が

完
遂
出
来
る
、
そ
の
よ
う
な
「
し
な
や
か
さ
」
を
持
っ
た
隊
員
と
な
る
礎
を
築
く
事
が
出
来
る

様
に
「
明
る
く
・
元
気
に
・
前
向
き
に
」
を
合
言
葉
に
引
き
続
き
教
育
訓
練
に
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も
宜
し
く
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
益
々
教
育
の
重
要
性
が
増
す
な
か
、
大
隊
は
、
「
一
般
陸
曹
候
補
生
」
及
び
「
自
衛

官
候
補
生
」
並
び
に
中
級
陸
曹
集
合
教
育
を
担
任
す
る
と
と
も
に
、
予
備
自
衛
官
等
の
教
育
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
に
新
隊
員
の
教
育
か
ら
中
堅
陸
曹
、
更
に
予
備
自
衛
官
等
ま
で

幅
広
い
教
育
任
務
を
遂
行
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
に
あ
た
っ
て
は
、
常
に
「
視
点
は
高
く
、
目

線
は
低
く
」
を
念
頭
に
、
今
後
と
も
「
い
か
な
る
厳
し
い
任
務
に
も
対
応
す
る
【
戦
士
】
の
育

成
に
精
進
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
防
衛
警
備
等
あ
ら
ゆ
る
任
務
の
完
遂
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
二
月
中
部
方
面
管
内
の
即
応
予
備
自
衛
官
部
隊
の
魁
で
あ
る
第
四
十
七
普
通
科
連
隊

の
第
七
代
連
隊
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

連
隊
は
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
ま
し
た
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
三
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
第
四
中
隊
及
び
重
迫
撃
砲
中
隊
の
新
編
を
含
む
改
編
が
整
斉
と
実
施
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
四
月
以
降
は
訓
練
出
頭
先
駐
屯
地
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
海
田
市
、

山
口
、
出
雲
、
米
子
、
善
通
寺
、
松
山
に
姫
路
が
加
わ
り
、
よ
り
広
い
地
域
か
ら
、
よ
り
多
く

の
、
ま
た
幅
広
い
経
験
を
持
つ
即
応
予
備
自
衛
官
と
と
も
に
引
き
続
き
練
成
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
新
た
な
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
に
対
す
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
第
四
陸
曹
教
育
隊
は
、
中
部
方
面
隊
の
陸
曹
教

育
を
担
任
し
て
お
り
ま
す
。
陸
曹
候
補
生
、
普
通
科
職
種
初
級
陸
曹
、
上
級
陸
曹
、
最
先
任
上
級

曹
長
、
陸
曹
基
礎
英
語
の
教
育
で
す
。
教
育
は
、
部
隊
に
役
立
つ
陸
曹
の
育
成
を
狙
い
に
、
精
神

分
野
の
向
上
、
知
識
技
能
の
向
上
、
体
力
の
向
上
に
よ
り
、
地
位
に
応
じ
た
能
力
を
付
け
さ
せ
ま

す
。
部
隊
の
核
心
で
あ
る
陸
曹
に
は
、
任
務
・
仲
間
の
た
め
に
危
険
苦
労
を
顧
み
ず
尽
く
す
心
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
助
長
す
る
心
、
部
下
の
死
傷
病
の
防
止
と
厳
し
い
条
件
で
も
任
務
継
続
遂
行
の

た
め
の
人
的
・
物
的
損
耗
防
止
能
力
、
疲
れ
知
ら
な
い
体
力
が
、
全
て
の
基
盤
と
し
て
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
ら
の
能
力
を
保
有
す
る
者
を
「
戦
士
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
、
教
育
者
、
学
生
と
も
、

「
戦
士
」
の
能
力
向
上
と
地
位
に
応
じ
た
能
力
の
向
上
に
日
々
熱
く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
、
こ
の
よ
う
に
熱
く
努
力
す
る
第
四
陸
曹
教
育
隊
に
対
し
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・

ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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中
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方
面
混
成
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Ｑ
Ｒ
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が
で
き
ま
し
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さ
ん
ド
シ
ド
シ
ご
利
用

下
さ
い
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ご
連
絡

新
部
隊
長
紹
介

平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
付
で
、
第
四
十
七

普
通
科
連
隊
長
に
齊
藤
一
佐
が
着
任
し
た
。

隊
員
が
整
然
と
並
ぶ
中
、
着
任
の
辞
に
お
い
て
、

要
望
事
項
「
と
も
に
前
へ
」
を
示
さ
れ
、
明
る
く

前
向
き
で
活
力
あ
る
部
隊
と
す
る
こ
と
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
を
誓
わ
れ
た
。

要
望
事
項

「
と
も
に
前
へ
」

生
年
月
日

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
十
四
日

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

出
身
地

群
馬
県

第
二
十
五
普
通
科
連
隊

（
遠
軽
）

普
通
科
教
導
連
隊

（
滝
ヶ
原
）

富
士
学
校
（
総
合
開
発
研
究
部
）

（
富
士
）

業
務
学
校

（
小
平
）

第
三
十
九
普
通
科
連
隊
第
二
中
隊
長
（
弘
前
）

陸
幕
防
衛
部
研
究
課

（
市
ヶ
谷
）

イ
ラ
ク
復
興
業
務
支
援
隊

（
ク
ウ
ェ
ー
ト
）

幹
部
学
校
付
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
／
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
（
目
黒
）

第
六
師
団
第
三
部
長

（
神
町
）

中
部
方
面
総
監
人
事
部
厚
生
課
長

（
伊
丹
）

趣

味山
歩
き
・
城
郭
め
ぐ
り

主
要
勤
務
地

巡 閲車両での観閲行進威風堂々の観閲行進

武政団長より紹介を受ける連隊長

全員とハイタッチを交わす有浦１佐 離任式

新たな出発を祝う

有
浦
一
佐
は
、
第
四
十
七
普
通

科
連
隊
長
と
し
て
の
二
年
四
ヶ
月

の
勤
務
を
終
え
、
平
成
二
十
五
年

十
二
月
一
日
付
を
も
っ
て
第
四
師

団
司
令
部
付
に
な
り
、
平
成
二
十

六
年
二
月
二
十
四
日
付
を
も
っ
て

定
年
退
官
さ
れ
る
。

連隊長 齊藤１佐着任
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隊
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十
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科
連
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第１８号（４）

第
一
中
隊
は
、
十
一
月
十
八
日
平

成
二
十
五
年
度
小
銃
小
隊
戦
闘
射
撃

競
技
会
を
高
屋
射
場
に
お
い
て
常
備

自
衛
官
、
即
自
を
選
手
と
し
て
実
施

し
た
。

一
コ
分
隊
五
名
を
一
コ
射
群
と
し

て
十
四
コ
射
群
（
十
四
コ
分
隊
）
で

行
わ
れ
た
。

競
技
は
、
曇
り
で
か
な
り
寒
い
中

行
わ
れ
、
点
差
が
開
か
ず
ど
の
小
隊

が
優
勝
す
る
の
か
最
後
ま
で
分
か
ら

な
い
展
開
に
な
り
、
最
終
射
群
の
第

一
小
隊
が
最
高
得
点
を
た
た
き
出
し
、

第
三
小
隊
に
僅
か
な
差
で
見
事
逆
転

優
勝
し
た
。

ま
た
競
技
会
と
併
せ
て
香
川
・
高

知
の
即
応
予
備
自
衛
官
雇
用
企
業
主

の
研
修
を
支
援
し
た
。

戦闘射撃競技会に意気込みを見せる即応予備自衛官

企業主等に暗視眼鏡（Ⅴ３）を説明する山本曹長 見事に逆転勝利を決めた第１小隊

小銃小隊戦闘射撃競技会

即自競技会参加

第
四
陸
曹
教
育
隊
長
（
隊
長

谷

俊
彦
一
佐
）
は
平
成
二
十
五

年
十
二
月
六
日
、
基
幹
隊
員
家
族

及
び
第
四
陸
曹
教
育
隊
友
の
会
会

員
、
滋
賀
地
方
協
力
本
部
招
待
の

高
校
生
や
、
京
都
地
方
協
力
本
部

招
待
の
京
都
産
業
大
学
学
生
等
を

招
い
て
の
教
育
等
研
修
（
１
２
０

ｍ
ｍ
迫
撃
砲
実
弾
射
撃
訓
練
、
Ｐ

Ａ
Ｃ
３
等
見
学
）
支
援
を
実
施
し

た
。当

初
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お

い
て
普
通
科
教
育
中
隊
が
実
施
し

た
１
２
０
ｍ
ｍ
迫
撃
砲
実
弾
射
撃

訓
練
を
研
修
。
参
加
し
た
方
々
は
、

統
制
さ
れ
た
自
衛
官
の
厳
格
な
行

動
に
感
動
す
る
と
と
も
に
、
間
近

で
見
る
１
２
０
ｍ
ｍ
迫
撃
砲
射
撃

の
轟
音
や
弾
着
時
の
閃
光
に
歓
喜

を
上
げ
た
。
「
テ
レ
ビ
で
見
る
の

と
は
違
い
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り

ま
す
ね
。
」
と
感
動
し
て
い
る
大

学
生
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
航
空
自
衛
隊
饗
庭
野

分
屯
基
地
へ
移
動
し
、
第
四
高
射

群
第
十
二
高
射
隊
の
協
力
を
得
て

Ｐ
Ａ
Ｃ
３
等
の
装
備
研
修
を
実
施

し
た
。

隊
は
こ
れ
か
ら
も
隊
員
の
活
動

に
つ
い
て
部
内
外
広
報
を
積
極
的

に
行
い
、
基
幹
隊
員
家
族
や
部
外

関
係
者
に
対
す
る
理
解
を
図
っ
て

い
く
。

普通科教育中隊長による説明１２０ｍｍ迫撃砲実射訓練見学

四
曹
教
友
の
会
等

教
育
研
修

あいば野演習場で迫撃砲射撃訓練



か け は し

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
一
〇
九
教
育
大
隊

（５）第１８号

服務教育で討議している様子

極寒の青野ヶ原演習場を警戒しながら前進

第
三
期
中
級
陸
曹
集
合
教
育
を
担
任

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
六

日
ま
で
の
間
、
第
三
期
中
級
陸
曹
集
合
教
育
に
区
隊
付

と
し
て
参
加
し
た
。

教
育
の
内
容
は
「
指
揮
の
要
訣
の
実
践
」
を
軸
に
、

小
銃
分
隊
の
攻
撃
の
場
面
を
捉
え
て
実
施
し
、
中
級
陸

曹
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
能
の
修
得
及
び
資
質
を
向

上
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
併
せ
て
普
段
の
自
分

達
の
業
務
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
中
級
陸
曹
と
し

て
の
あ
る
べ
き
姿
を
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
生
達
は
真
摯
に
取
り
組
み
、
本
教
育
で
学
ん
だ
こ
と

を
部
隊
で
活
か
し
た
い
と
胸
を
張
っ
て
い
た
。

指
導
部
と
し
て
教
育
に
参
加
し
た
が
、
私
自
身
も
大

変
勉
強
に
な
り
、
今
後
の
中
曹
教
育
が
更
に
良
い
教
育

に
な
る
よ
う
知
識
を
深
め
、
教
育
技
法
・
Ａ
Ａ
Ｒ
技
法

等
の
向
上
が
必
要
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

第
三
期
中
級
陸
曹
集
合
教
育

第
三
三
三
共
通
教
育
中
隊

一
等
陸
曹

鳴
尾

賢

細部までこだわる指導法

全力を振り絞った突撃命令下達

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（
大
隊
長

猪
股
倫
夫
二

佐
）
は
、
十
一
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
六
日
の
間
、

第
三
一
四
共
通
教
育
中
隊
（
中
隊
長

越
智
大
善
一

尉
）
担
任
で
、
第
三
期
中
級
陸
曹
集
合
教
育
を
行
っ

た
。
本
教
育
に
は
中
部
方
面
隊
内
（
三
師
団
、
十
師

団
、
方
面
直
轄
部
隊
等
）
か
ら
、
二
等
陸
曹
一
四
七

名
が
参
加
し
た
。
教
育
開
始
に
あ
た
り
大
隊
長
は

「
中
級
陸
曹
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ

ア
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
」
を
要
望
し
た
。
教
育
内
容
は
、

前
衛
分
隊
の
行
動
、
小
銃
分
隊
の
攻
撃
、
戦
闘
訓
練

指
導
法
、
訓
練
管
理
、
情
報
管
理
、
補
給
管
理
及
び

服
務
教
育
等
で
あ
り
、
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
十
二

月
一
日
は
青
野
ヶ
原
演
習
場
（
兵
庫
県
）
に
お
い
て

総
合
訓
練
を
行
っ
た
。
十
七
日
間
と
い
う
教
育
期
間

の
中
で
全
員
が
終
始
熱
心
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
み
、

中
級
陸
曹
と
し
て
の
地
位
・
役
割
を
自
覚
さ
せ
る
と

と
も
に
、
資
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦闘間負傷した仲間を応急処置



準優勝
第１０９教育大隊

優 勝
第１１０教育大隊

第１８号か け は し

団
持
続
走
競
技
会

部
隊
・個
人
の
名
誉
を
か
け

青
野
ヶ
原
演
習
場
を
駆
け
る

個
人
の
部

敢
闘
賞

２５年度

ゴール前で０．６秒差の大接戦！
【４曹教中村２曹、左、１０９教片田２曹、右】

（６）

スタータを行う団友の会会長

敢闘賞受賞

中
部
方
面
混
成
団
（
団
長

武
政
賢
一

一
佐
）
は
、
十
二
月
二
十
三
日
、

青
野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
持
続
走
競
技
会
を
実
施
し
た
。

競
技
会
は
、
軽
武
装
（
戦
闘
服
、
鉄
帽
、
半
長
靴
、
弾
帯
、
サ
ス
ペ
ン

ダ
ー
、
水
筒
）
の
個
人
走
に
よ
り
各
部
隊
が
競
い
合
っ
た
。
選
手
達
は
、

起
伏
の
あ
る
演
習
場
内
の
５
㎞
コ
ー
ス
を
、
「
必
勝
の
信
念
」
を
も
っ
て
、

部
隊
・
個
人
の
名
誉
を
か
け
、
日
頃
の
練
成
の
成
果
を
発
揮
し
た
。

ま
た
、
本
大
会
の
実
施
に
あ
た
り
、
団
友
の
会
田
中
会
長
、
役
員
が
応

援
に
駆
け
付
け
、
熱
の
こ
も
っ
た
激
励
に
よ
り
各
選
手
の
力
走
を
後
押
し

し
た
。

競
技
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
第
一
一
〇
教
育
大
隊
が
第
一
〇
九
教
育

大
隊
と
の
接
戦
を
制
し
見
事
二
連
覇
を
達
成
し
た
。

そ
の
他
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
。

第
一
位

四
曹
教

中
村

二
曹

第
二
位

一
〇
九
教

片
田

二
曹

第
三
位

一
〇
九
教

白
須

三
曹

第
四
位

一
〇
九
教

茂
山

二
曹

第
五
位

一
〇
九
教

中
塚

三
曹

第
六
位

一
〇
九
教

尾
崎

三
曹

第
七
位

四
七
普
連

柴
野

二
曹

第
八
位

一
一
〇
教

久
保

三
曹

第
九
位

一
一
〇
教

高
本

三
曹

第
十
位

四
七
普
連

田
中

二
曹

二
九
歳
以
下

第
一
一
〇
教

中
尾

三
曹

三
〇
～
三
四
歳

第
一
〇
九
教

松
下

三
曹

三
五
～
三
九
歳

第
一
〇
九
教

瀧
本

二
曹

四
〇
～
四
四
歳

第
四
七
普
連

河
野

二
曹

四
五
～
四
九
歳

第
四
七
普
連

糸
賀

三
尉

五
〇
歳
以
上

第
一
〇
九
教

三
好

准
尉

女
性
自
衛
官
の
部

第
一
〇
九
教

三
宅

三
曹

団体の部

心臓破りの坂を駆け上る隊員

第
一
一
〇
教
育
大
隊
二
連
覇
達
成

激励品（スポーツ飲料）の
贈呈をする田中会長

最後の坂で突撃ラッパを吹く隊員

名誉をかけ出走する隊員



第１８号 か け は し（７）

家
族
投
稿

大
津
駐
屯
地
年
末
行
事
盛
大
に
開
催

大津駐屯地ラッパ隊による演奏

団友の会、大津自衛隊協力会から贈られた激励品

餅をつく隊員家族

定
年
退
官

中
部
方
面
混
成
団
本
部

管
理
科
、
木
村
曹
長
は
、
平
成
二
十
五
年
十

二
月
二
十
四
日
付
で
准
陸
尉
に
特
別
昇
任
し
、

三
十
五
年
八
ヵ
月
の
自
衛
隊
勤
務
を
全
う
さ

れ
、
定
年
退
官
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
一
〇
教
育
大
隊

西
岡
准
尉
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十

四
日
付
で
三
等
陸
尉
に
特
別
昇
任
し
、
三
十

五
年
二
ヵ
月
の
自
衛
隊
勤
務
を
全
う
さ
れ
、

定
年
退
官
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
ま
し
て
、
私
は
、
八
月
に
、
香
川
県
善
通
寺
か

ら
引
越
し
て
き
ま
し
た
。

家
族
構
成
は
、
主
人
と
長
女
の
愛
子
、
小
学
四
年
生
の

次
女
麻
衣
子
、
小
学
二
年
生
長
男
の
竜
馬
と
私
の
五
人
家

族
で
す
。

出
身
地
は
、
主
人
も
私
も
北
海
道
で
、
香
川
県
に
は
、

約
五
年
半
住
ん
で
い
ま
し
た
。

香
川
県
は
、
う
ど
ん
が
安
く
食
べ
れ
ま
す
。
住
み
や
す

い
所
で
し
た
。

広
島
は
、
香
川
に
比
べ
て
、
車
も
人
も
多
く
、
お
好
み

焼
き
も
有
名
で
、
広
島
風
の
お
好
み
焼
き
を
食
べ
た
こ
と

が
な
い
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
来
た
ば
か
り
で
、
子
供
も
私
も
、
慣
れ
て
い
な

い
で
す
が
、
早
く
、
広
島
県
に
慣
れ
て
良
い
思
い
出
を
作

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
改
編
準
備
隊

宮
川

さ
ゆ
り
（
宮
川
二
尉
夫
人
）

広島平和記念公園にて家族で記念撮影

隊員の１年を労う

西岡３尉の紹介と見送り

大
津
駐
屯
地
（
司
令

武
政

賢
一

一
佐)

は
、
平
成
二
十
五

年
十
二
月
二
十
五
日(

水)

駐
屯

地
年
末
行
事
を
、
隊
員
の
慰
労

と
隊
員
家
族
・
協
力
団
体
へ
の

日
頃
の
感
謝
を
込
め
盛
大
に
開

催
し
た
。

本
行
事
は
、
協
力
団
体
、
大

勢
の
隊
員
家
族
等
の
参
加
を
得

て
、
餅
つ
き
大
会
、
大
抽
選
会

等
を
行
い
、
ま
た
、
協
力
団
体

か
ら
各
部
隊
に
ジ
ャ
ン
ボ
ケ
ー

キ
、
ワ
イ
ン
な
ど
が
振
る
舞
わ

れ
、
今
年
一
年
を
締
め
く
く
る

盛
会
な
行
事
と
な
っ
た
。

木村准尉の見送り



第１８号か け は し （８）

混
成
団
本
部
総
務
科

三
等
陸
曹

和
田

祐
里

第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
三
一
四
共
通
教
育
中
隊

二
等
陸
曹

片
田

堅

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
３
回
目
の
年
男
と
い
う
こ
と
で
一
言

抱
負
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
毎

年
元
旦
に
一
年
の
目
標
を
立
て
ま
す
。
目

標
と
言
っ
て
も
マ
ラ
ソ
ン
の
目
標
で
す
。

た
だ
毎
年
同
じ
目
標
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

は
び
わ
湖
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
、
福
岡
国
際
マ

ラ
ソ
ン
で
自
己
ベ
ス
ト
を
出
す
事
。
し
か

し
、
平
成
十
九
年
以
降
こ
の
目
標
は
達
成

し
て
い
ま
せ
ん
。
私
に
は
こ
の
目
標
に
挑

む
意
味
が
あ
り
ま
す
。
指
導
者
、
練
習
環

境
、
生
活
環
境
、
仕
事
内
容
、
す
べ
て
が

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
で
自
分
が
ど
こ

ま
で
挑
む
事
が
で
き
る
の
か
こ
こ
に
意
味

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
大
き
な

怪
我
も
な
く
、
こ
こ
ま
で
走
り
続
け
て
こ

れ
ま
し
た
。
自
分
の
夢
を
追
え
る
の
も
、

皆
様
の
理
解
が
あ
っ
て
の
事
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
そ
ん
な
皆
様
に
少
し

で
も
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、
一
層
努
力
を

重
ね
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
三
一
七
共
通
教
育
中
隊

二
等
陸
曹

八
田

一
範

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
隊
し
て
か
ら
気
が
つ
く
と
二
回
目
の
年
男
を

迎
え
る
日
が
来
ま
し
た
。

自
衛
隊
生
活
を
振
り
返
り
、
今
ま
で
大
き
な

事
故
も
な
く
職
務
に
邁
進
で
き
た
の
も
一
重
に

上
司
、
同
僚
に
恵
ま
れ
、
ま
た
家
族
の
理
解
と

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま

す
。
新
隊
員
の
教
育
を
主
た
る
任
務
と
す
る
部

隊
で
、
自
分
自
身
も
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
ま
た

教
育
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
責
任
と
誇
り
を
持
ち
、

再
度
節
目
の
年
に
襟
を
正
し
職
務
に
邁
進
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
昨
年
以
上
に
体

力
練
成
を
心
が
け
、
健
康
に
留
意
し
、
自
衛
官

と
し
て
更
に
磨
き
を
か
け
て
い
く
と
共
に
、
家

族
サ
ー
ビ
ス
を
忘
れ
ず
日
々
支
え
て
く
れ
て
い

る
家
族
を
大
切
に
し
、
年
男
の
節
目
が
こ
れ
か

ら
の
人
生
の
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
邁
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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か
け
は
し
の

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

い
つ
見
る
の
？

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
で
三
十
六
歳
と
な
り
、
年
男
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
入
隊
当
初
は
、
こ
の

先
自
衛
官
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
の
か
大
変
不

安
に
思
っ
て
い
た
こ
と
を
昨
日
の
よ
う
に
思
い

出
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
周
囲
の
上
司
、

先
輩
、
同
僚
、
後
輩
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方

に
支
え
て
頂
き
、
今
の
充
実
し
た
自
分
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
抱
負
と
し
て
は
「
初
心
に
返
り
、
知

識
、
技
能
に
、
よ
り
一
層
の
磨
き
を
か
け
、
部

隊
に
貢
献
す
る
」
、
「
即
応
予
備
自
衛
官
と
公

私
共
々
、
よ
り
一
層
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
」

以
上
二
点
を
胸
に
、
こ
の
一
年
精
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
四
月
に
第

二
子
が
誕
生
し
ま
す
。
更
に
責
任
が
増
し
た
こ

と
を
十
分
に
自
覚
し
て
、
自
分
の
生
き
る
基
礎

で
あ
る
家
庭
を
守
り
、
家
族
を
大
事
に
し
て
、

子
育
て
を
妻
だ
け
に
押
し
つ
け
ず
、
共
に
助
け

合
い
明
る
い
家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
年
一
年
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

本
部
管
理
中
隊

二
等
陸
曹

多
尾

知
徳

今
で
し
ょ
！

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。若

い
と
思
っ
て
い
た
の
は
気
ば
か
り
で
、

今
年
○
回
目
の
年
女
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
昨
年
は
私
事
で
は
、
大
き
な
怪
我
や

病
気
も
な
く
健
康
で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
仕
事
で
は
、
周
り
の
方
々
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
お
陰
で
充
実
し
た
勤
務

を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
の
抱
負
と
致
し
ま
し
て
、
大
そ
れ
た

抱
負
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
挙
げ
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
、
自
衛
官
と
し
て
、
「
挑
戦
・
献

身
・
誠
実
」
の
心
得
で
も
っ
て
誇
り
高
く
職

務
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、
ま
た
一
社
会
人

と
し
て
「
思
い
や
り
の
心
」
と
「
笑
顔
」
を

絶
や
さ
ず
、
微
力
な
が
ら
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
よ

り
一
層
尽
力
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

あ
と
私
事
と
致
し
ま
し
て
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
、
日
本
の
誇
り
富
士
山
の
頂
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

こ
ん
な
年
女
の
私
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
多
き
年


